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【１ 成果の概要】 
(1) 放牧前に経産牛と種雄牛を混飼し、舎飼期の自然交配を行うことで、早生まれ子牛を生産で
きます（図１）。 
(2) 早生まれ子牛の 7か月齢時までの体重の推移は、通常生まれ子牛のものと比較して、時期や
放牧・舎飼期間の違いがありますが同等の成績です（表１、図２）。 

(3) 子牛の発育は、通常生まれ子牛と同等の発育で、補助飼料なしでも 3か月早く肥育を開始す
ることができます（表１、図２）。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【２ 効果】 
  通常では３月に集中する分娩を分散化することにより、日本短角種の周年出荷につなげる

ことができます。 
 
【３ 留意事項】 

早生まれ子牛の生産のためには、放牧前に種雄牛と混飼する飼養管理施設が必要です。 
また、早生まれ子牛の増体は、育成方法により違いがないことから、管理やコスト面を

考慮すると放牧を活用した方が良いです。 
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表１ 生時から 7か月齢までの平均体重の推移 

図２ 早生まれ子牛の育成方法 
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生時 3か月齢 5か月齢 7か月齢
A 35.8±2.6 118.0±14.3 160.3±16.9 197.7±24.8
B 39.1±2.5 123.3±  5.9 164.8±  8.9 210.8±  6.8
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図１ 早生まれ子牛の生産方法 
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